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［8］　センターの行事
8.1.　センター主催のシンポジウム
8.1.1.　第 16 回 CEReS 国際シンポジウム（コーディネーター：高村民雄）
16th CEReS International Symposium on Climate Change Studies through activities of SKYNET and 
Virtual Laboratory for Climate Diagnostics
第 16回 CEReS 国際シンポジウムが、沖縄県名護
市のホテルゆがふいんおきなわで、10 月 21 ～ 23
日実施された。今回はセンターの大気関係、とりわ
け気候変動や温暖化に関する Virtual	Laboratory と
SKYNET 活動を通した国際的な研究交流の推進を
テーマに、最新の成果発表を中心に行われた。４つ
のセッションで発表が行われ（表）、物質輸送モデル SPRINTARS の開発者である九州大学竹村准教授の
招待講演で開始された。SPRINTARSの概要と最新成果を交えた内容で、モデル精度向上のための観測デー
タの同化の重要性が指摘された。午後のセッションでは、名古屋大学坪木准教授の招待講演があり、雲解
像モデルによる台風シミュレーションが衛星観測の比較とともに紹介され、その進展は極めて興味深いも
のであった。雲・降水モデルの進展は、水循環研究に大きな役割を果たすものであり、衛星観測などとと
もにその重要性が再認識された。急速な環境の変動が気候に与える影響の問題は多くのところで指摘され
ており、その一例として中国に於ける近年の状況について観測による報告がメリーランド大学 Li 教授に
よってなされた。こうしたエアロゾルの気候影響は、その直接効果にとどまらず、雲生成、降水、さらに
モンスーン循環にも影響を与える可能性を指摘した。
こうした招待講演に続いて、エアロゾル・雲・水循環に関する分野での最新成果が発表され、多く
の議論がなされた。こうした発表の要約は ”Proceeding	of	the	16th	CEReS	International	Symposium	on	
Climate	Change	Studies	through	Activities	of	SKYENT	and	Virtual	Laboratory	for	Climate	Diagnostics”
として出版された。
シンポジウムに引き続き、23 日には地上観測の実態を
紹介する為に SKYNET 辺戸岬サイトの見学が行われ、殆ど
のシンポジウム出席者が参加した。
出席の研究者は合計 36名で、そのうち外国人 16名、国
外からの参加者がモンゴル、韓国、中国、タイ、シンガポー
ル、インド、米国、及びイタリアからの 12名であった。
なお本国際シンポジウムは、日本学術振興会の「アジア
科学技術の戦略的推進 : アジア科学技術コミュニティ形成
戦略」プログラムの支援を得て実施したものである。
表 8.1.1.　CEReS 国際シンポジウム　プログラム
Session	１ Linkage	 of	model	 and	 observation	 in	
global	extent	of	cloud	and	aerosol
Session	２ Model	and	observation	of	cloud/aerosol/
radiation	 in	 the	 Virtual	 Laboratory/	
SKYNET	research	network
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8.1.2.　第 13回 CEReS環境リモートセンシングシンポジウム（オーガナイザ ：ーCEReS	共同利用研究委員会）
平成 23年２月 21日	千葉大学けやき会館において、第 13回環境リモートセンシングシンポジウムを
開催した。このシンポジウムは、共同利用研究発表会の位置付けで毎年実施している。
平成 22年度は他機関と 44件の共同研究（研究会も含む）が行なわれ、当日は口頭発表 20件、ポスター
発表 20件の合計 40件の興味深い研究が発表された。66名の参加者により熱心な議論が交わされ、研究
者間の活発な意見交換、当センターの教員と研究成果ならびに次年度研究計画について有意義な打ち合わ
せの時間を持った。
これらの成果は、「第 13回 CEReS 環境リモートセンシングシンポジウム資料集」として発行する予定
である。
8.1.3.　第10回中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウム（コーディネーター：石山　隆）
2011 年２月 23に「第10回中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウム」を千葉大学において
開催した。４名の研究者により、アルタイ山地の森林に関する調査報告、タジキスタンの森林修復に関す
るプロジェクト報告、石河子で作物生産性向上のための研究成果、衛星画像から解析した塩類集積地の
土壌特性とその分布について講演した。なお、本研究会では論文集を発行し、関係者に配布した。参加者
32名
新藤（プログラム１）は 2010 年秋に行った北疆のアルタイ山地のタイガとそれを取り巻く地形、水文、
土壌などの現地調査の結果を報告した。
アルタイ地域は新疆ウイグルの北端部にあり、北～西北はロシアに接し、東北はモンゴルに、また西は
カザフスタンに接している。南には山前斜面を隔ててジュンガル盆地が広がる。
タイガとはシベリア地方の言葉で、“北の森 ” という意味がある。北半球の北部の極、および亜極のツ
ンドラ地帯から、南部のステップ、広葉樹林地帯にいたる森林帯をいう。タイガのおもな特徴は針葉樹林
が卓越していることである。この地方の森林は、おもに標高 1,000 ～ 2,600m に発達し、その樹種は標
高の高低差なく、新疆落葉松林、新疆雲杉林が目立ち、湿性の日陰斜面には新疆冷杉林が分布する。
この森林区の気候は、「温涼湿潤半干旱針叶林気候区」とされ、北緯 45°以北にあり、中国最寒冷地域
口頭発表の様子 ポスターセッションでのひとコマ
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の一つとなっている。すなわち、年平均気温は２～４℃、１月の平均気温は－ 22.5℃、７月の平均気温
は 17.5℃、また年降水量は 600 ～ 800mmである。
河川流量の主要供給源は春季の融氷雪水で、年間流出量の 60～ 70％が４～６月に集中する。その量
は他時期の 25～ 30 倍に達する。
アルタイ山地からの夏季の流出量の主要因は降雨流出、凍結
層上部潜流、深層地下水であり、大降雨時にはしばしば崩壊や
泥石流災害をもたらしている。
また人間活動による環境破壊とタイガの脆弱性について述べ
た。具体的には牧場の拡大のため森林伐採が進捗し、タイガ林
が減少していることを指摘した。牧場開発の背景として、この
地域の観光地化と乳製品の増産も影響しているようだ。
礒田（プログラム２）は新疆で作物の耐乾性のメカニズムの
解明と作物生産性向上について 1990	年より現在までの長期間
の研究成果について報告した。現地の研究者と新疆ウイグル石
河子中亜干間農業環境研究所を設立し（1997	年）、当地にお
いて作物の耐乾性のメカニズム解明のため光合成速度 ,	光合成
の光化学的形質 , 蒸散速度および葉温といった乾燥地の作物の
生理的形質について研究成果を述べた。
また作物生産性と水利用効率の向上について、テンサイやワ
タの収量と水利用効率に及ぼすかん水方法の違いによる影響について詳細に述べた。本講演のハイライト
は点滴かんがい、有機質肥料および土壌改良材使用の栽培条件下で、超多収ダイズの大きな成果を収めた
ことである。また水稲の点滴かんがいにも成功した。栽培実栽培に向け大規模圃場での栽培を開始すると
述べた。
角張氏（プログラム３）は中央アジアのなかで最貧国
のタジキスタンにおける森林修復の取り組みについて紹
介した。
森林率のもっとも低い（国土面積の 3.9%）国で、経
済的に困窮しており、違法な伐採等により森林が急速に
減少している。
タジキスタン政府は「温室ガス削減と地球温暖化防止に資する森林再生」に対する協力を要請してきた。
調査は日本とカウンターパート（森林研究所、森林公社）が共同で森林減少の現状とその結果生じる問題
を調査する。またパイロット地域を選び、森林再生にはどのような対策が有効であるかを整理し、具体的
なパイロット地域における森林保護・再生と維持管理の開発調査研究計画を作成する。これらの成果が実
践されるようなプロジェクトの創出をタジキスタン政府と日本政府に提案することが、このプロジェクト
新疆石河子における水稲の点滴かんがい
タジキスタンハイランドの草原における放牧圧と
羊飼いによる燃料採取
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の目標である。
日本に期待されていることは、生態系の荒廃の主要な原因は貧困であり、住民の経済生活が向上すれば
森林生態系の回復が持続的に継続される、との仮定に立ち、それらを実践可能とする新しい土地利用の戦
略が検討されている。具体的には、リモートセンシング技術を導入して全国レベルの自然環境の脆弱さの
程度を認識し、配慮すべき脆弱な生態系を把握し（ここでも乾燥地域の国々で見られる様に、家畜の過剰
な利用により草地生態系と森林生態系が崩れている）、その優先順位と適用すべき修復手段が準備される。
また、森林の減少状況が時系列的に把握され、ビジュアル化され各地の森林管理事業に役立てたいとのこ
とである。
塩類集積は乾燥地の灌漑農地に顕著に現れる環境問題である。世界の人口増加による食料供給を維持す
るため、乾燥地の荒地を如何に良好な農地として利用できるかであろう。そのためには塩類集積は、解決
しなくてはならない問題である。
伊東（プログラム４）はタクラマカン沙漠北縁のアクス周辺
の塩類集積の分布と土壌特性について、現地調査と衛星データ
による解析結果を併せて報告した。特に衛星データによる塩類
集積の季節変化・経年変化と、塩類集積土壌水分の関係につい
て述べた。
本講演は学位論文の要点を発表したものである。
（プログラム）
１．アルタイ山地のタイガについて
新藤静夫（千葉大学名誉教授）
２．新疆での作物生産向上の試み
礒田昭弘（千葉大学名園芸学部）
３．タジキスタンの森林修復
角張嘉孝（静岡大学農学部）
４．衛星から観測したアクス周辺の塩類集積分布
伊東明彦（千葉大学 CEReS）
8.2.　CEReS	の夕べ
2010 年度　第１回　CEReS	の夕べ
日時：2010 年５月 21日　16:00-17:00		（担当：高村民雄教授）
場所：センター１F　会議室
講師：Dr.	Nick	Schutgens　（CCSR ／ Univ.TOKYO：PD研究員）
タイトル："An	integrated	picture	of	the	global	aerosol	system".
MODISによる新疆アクス周辺の2001年と
2003年の塩類集積の経年変化抽出　　　
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要旨
In this talk I will describe the development of a system to assimilate a variety of observations in a 
global aerosol transport model (SPRINTARS), to obtain the best possible global distributions of AOT 
and Angstrom exponent, as well as derived aerosol radiative forcings. In addition the system can be 
used to obtain estimates of aerosol emission.
I will describe the Ensemble Kalman filter that forms the heart of this system. I will explain 
how it works and what makes it different from 3D-var and 4D-var assimilation techniques. I will 
also discuss the observations that we use (AERONET, MODIS, SKYNET, etc). Next, I will discuss 
validation tests with the system. Finally, I want to show some results of the emission inversion and 
how we want to develop the system in the future.
2010 年度　第２回　CEReS	の夕べ
日時：2010 年７月９日（金）　17：00 ～ 18：30	（担当：ヨサファット准教授）
場所：環境リモートセンシング研究センター１Ｆ　会議室
講師：Andriyan	Bayu	Suksmono,	Ph.D.,	Professor,	School	of	Electrical	Engineering	and	Informatics	Institut	
Teknologi	Bandung,	Indonesia
タイトル：Complex-Valued	Signal	Processing	and	Compressive	Imaging
要旨　（Abstract）
This lecture will cover two main themes in signal processing and imaging. The first topic is on 
complex-valued signal processing, while the second one is about state-of-the-art sampling/sensing 
method called the CS (compressive sensing/sampling).
I am interrested in complex-valued signal processing since I was a PhD student. There are two 
reasons for me to study it; the first one is due to the mystery of the imaginary number, while the 
second one is because of only few people explore the complex-domain. My explorations yields some 
new methods, among others are the invention of CMRF (complex-valued markov random field) model, 
complex-valued SOM (self organizing map), new phase unwrapping methods, and a complex-valued 
neural beamforming technique. The detail will be explained in the first lecture.
The CS is an emerging technique that enables construction of new imaging devices. Proposed by 
Candes-Romberg-Tao and Donoho in 2004, CS requires a small number of samples to reconstruct a 
signal exacly. This number is so small compare to the classical Shannon sampling theorem. We have 
investigated the CS applications in radar, radio-interferometric imaging, and digital holography. 
Some progress of CS research in our laboratory will also be reported in the lecture.
略歴	（Short	Bio）
Andriyan Bayu Suksmono, obtained a bachelor degree in Physics and master degree in Electrical 
Engineering from ITB (Institut Teknologi Bandung), Indonesia, in 1990 and 1996 respectively. He 
finished his PhD in Engineering from the University of Tokyo in 2002, with a dissertation on adaptive 
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processing of interferometric radar images. He joined Electrical Engineering Department of ITB as 
an Instructor in 1996, and then promoted to Associate Professor and Full Professor of the School of 
Electrical Engineering and Informatics in 2005 and 2009, respectively. His main research interrests 
are signal processing and imaging. Dr Suksmono is Professional member of the ACM and Senior 
Member of the IEEE.
2010 年度　第３回　CEReS	の夕べ
日時：2010 年７月 16日（金）　17：00 ～ 18：30	（担当：ヨサファット准教授）
場所：環境リモートセンシング研究センター１Ｆ　会議室
講師：Dr.	Katmoko	Ari	Sambodo,	Researcher	in	Indonesian	National	Institute	of	Aeronautics	and	Space	
（Lapan）
タイトル：Remote	Sensing	Applications	and	Technology	Development	at	Indonesian	National	 Institute	
of	Aeronautics	and	Space	（Lapan）
要旨　（Abstract）
This presentation covers three topics. The first topic is about the introduction of remote sensing 
ground station facilities operated by LAPAN and various remote sensing applications which is 
developed by LAPAN researchers (including land applications, marine applications, natural disasters 
monitoring, sensor and ground station technology development). The second topic is about a brief 
review of research activities conducted by the author, including research on various applications for 
SAR data, SAR polarimetry and interferometry. The last topic is about the introduction of LAPAN-
TUBSAT (or LAPAN A1) micro-satellite that was launched in 2007 along with some examples of video 
images that have been acquired by this satellite.
略歴	（Short	Bio）
Katmoko Ari Sambodo, obtained a bachelor degree in Electrical and Electronic Engineering from 
Ehime University, Japan in 1996 and master degree in Electronic Engineering from University of 
Electro-Communication, Japan in 2002. He finished his doctoral degree in Computer Science from 
Universitas Indonesia in 2009, with a dissertation on feature extraction and classification of fully 
polarimetric SAR data imagery. He joined LAPAN (Indonesian National Institute of Aeronautics 
and Space) as a Researcher  in 1996, with the main research interests are on SAR applications and 
information-communication technology. 
2010 年度　第４回　CEReS	の夕べ
日時：2010 年８月２日（月）17:00 ～ 18:00	（担当：久世宏明教授）
場所：環境リモートセンシング研究センター１F　会議室
講師：	融合科学研究科　椎名達雄	准教授
タイトル：	ライダーによる大気観測の最新動向
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Abstract：
サンクトペテルブルク（ロシア）で行われた第25回 ILRC について報告します。特に今回はアイスラ
ンド南部の噴火に関して特別セッションが持たれる等、ユニークな印象を受けました。また、近隣アジア
諸国の動向も知ることができました。今回の報告では我々の取り組んでいるライダー開発についても紹介
させてもらう予定です。
Proceedings of 25th ILRC, held in St. Petersburg, Russia, will be reported. In this conference, we, 
Japanese participants, had unique impressions because of a special session for a volcano in southern 
part of Iceland, and so on. We also obtained the study climates of Asian countries. In this talk, we will 
introduce our unique lidar systems, too.
2010 年度　第５回　CEReS	の夕べ
日時：	2010 年９月 24日（金）	17:00 ～ 18:00　（担当：ヨサファット准教授）
場所：環境リモートセンシング研究センター１F　会議室
Lecturer	:	Dr.	Koo	Voon	Chet,	Associate	Professor,	Faculty	of	Engineering	and	Technology,	Multimedia	
University,	Malaysia
Title	:	Remote	Sensing	Activities	in	Multimedia	University	(MMU),	Malaysia
Abstract	:	
Remote sensing is one of the focused research areas in Malaysia. Particularly, the Malaysian 
Remote Sensing Agency (ARSM), a department under the Ministry of Science, Technology and 
Innovation (MOSTI), is dedicated to lead the nation in areas of remote sensing and its related 
technologies. Since 1997, the Multimedia University (MMU) has been working with the ARSM 
in the design and development of various remote sensing sensors, ranging from ground-based 
scatterometers to airborne synthetic aperture radar systems. These sensors are primarily used for 
vegetation monitoring and yield prediction. This short talk will share the remote sensing activities 
conducted in MMU and the experiences gained throughout the years, which include the development 
of remote sensing sensors, the studies on vegetation growth, indoor measurements at Anechoic 
Chamber, and various field measurement campaigns.
Short	Biodata	:
Ir. Dr. Koo Voon Chet received his B.Eng. (Hons) in Electrical Engineering from the University 
of Malaysia, in 1997. He obtained his M.Eng.Sc. and Ph.D. in Electrical Engineering from the 
Multimedia University, Malaysia, in 1999 and 2005, respectively. He had also attended short-term 
research studies at University of California, LA, US, and Institute of Electronics, Chinese Academy 
of Science, China, in 2001 and 2005, respectively. Dr. Koo is presently an Associate Professor with 
the Faculty of Engineering and Technology, Multimedia University. He is the leader of the microwave 
remote sensing research group in the Multimedia University, and the principal consultant for 
the Malaysian Remote Sensing Agency, and few other local companies in Malaysia. Dr. Koo is the 
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recipient of the inaugural Young Engineer Award by the Institution of Engineers, Malaysia in 2004. 
His current research focuses on the design and development of Synthetic Aperture Radar for remote 
sensing applications.
2010 年度　第６回　CEReS	の夕べ
日時：	2010 年 10 月 26 日	17:00 ～ 18:00　（担当：ヨサファット准教授）
場所：	環境リモートセンシング研究センター１F　会議室
Lecturer:	Dr	Muhammad	Nasir,		University	of	Syiah	Kuala,	Indonesia.
Title	:	Analysis	of	the	role	of	technological	change	on	Indonesian	economic	growth
Abstract	:
Technological change has a positive role on Indonesian economic growth. This study investigates 
the growth rates of output and inputs and also differences between sectors; and the role of 
technological change on economic growth. The central research issue is on exploring the contribution 
of technological change on Indonesian economic growth. By modeling the role of technological 
change as a Malmquist index as applied by Coelli et al. (1998), this study investigates the role of 
technological change on Indonesian economic growth. The role of technological change was analyzed 
using Data Envelopment Analysis (DEA)-like Malmquist index as applied by Coelli et al. (1998). The 
analysis was broken by the economic sectors in Indonesia and also by incorporating undesirable CO2 
emission output. The results show that agriculture sector has consistently technological progress for 
the years of 1998-2004. In addition, manufacturing, and transportation & communication sectors 
show mostly technological progress over the years of analysis (1992-2004). The other sectors also 
show technological progress in some respective years. Furthermore, mining sector has been found as 
the benchmark for the other sectors in the efficiency analysis. With the efficiency change always one 
for all the years of the analysis mining has been very efficient sector over the years. Generally, all 
of economic sectors have shown efficiency improvement after economic crisis (Asian crisis), some of 
them have been efficient after the year 2000.
Keywords : 
Technological change, economic growth, Malmquist Index
Short biodata of Dr Muhammad Nasir
Dr (2008) Bonn International Graduate School in Development Research (BIGS-DR) University of 
Bonn, Germany 
M.A (2003) Andrew Young School of Policy Studies Georgia State University, USA 
M. Si (2001) Syiah Kuala University, Banda Aceh, Indonesia 
S.E (1998) Syiah Kuala University Banda Aceh, Indonesia 
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2010 年度　第７回　CEReS	の夕べ
日時：	2010 年 11 月 17 日（水）	17:00 ～ 18:00　（担当：ヨサファット准教授）
場所：	環境リモートセンシング研究センター１F　会議室
講師：	Dr.	Wolfgang-Martin	Boerner,	Professor	Emeritus	and	Director	UIC-ECE	Communications,	Sensing	
&	Navigation	Laboratory,	University	of	Illinois	at	Chicago,	USA		
Abstract :
Recent advances in fully polarimetric Space-SAR sensor design culminating in ALOS-PALSAR, and 
its applications 
With the un-abating global population increase our natural resources are stressed as never before, 
and the global day/night monitoring of the terrestrial covers from the mesosphere to the litho-sphere 
becomes all the more urgent. Microwave radar sensors are ideally suited for space imaging because 
those are almost weather independent, and microwaves propagate through the atmosphere with 
little deteriorating effects due to clouds, storms, rain, fog and haze. Globally humidity, haze and 
cloudiness are increasing at a rather rapid pace, whereas only 20 years ago all of those covered only 
48% of the globe, today those have increased to about 62% and within another 20 years may exceed 
80% for irreversible reasons. Thus, optical remote sensing from space especially in the tropical and 
sub-tropical vegetated belts will become rather ineffective, and microwave remote sensing technology 
must now be advanced strongly and most rapidly hand in hand with digital communications 
technology because operationally it is more rapidly available especially for disaster mitigation 
assistance.  
The basic radar technologies to do the job are the multimodal Synthetic Aperture Radar (SAR)
sensors, first developed for air-borne sensing implemented as for example in 1978 with the first space-
borne digital Sea-Sat SAR which enjoyed great popularity and implementation until these days. 
However, the NASA Sea-Sat L-Band SAR had severe limitations in that it was of fixed wide swath-
width at a single arbitrary polarization (HH) and of rather poor 25m resolution. In the meantime, 
fully polarimetric multi-modal high resolution SAR systems at multiple frequencies were introduced 
first with the multi-band AIRSAR of NASA-JPL culminating in the once-only pair of SIR-C/X-SAR 
shuttle missions of 1994 April and October, which laid the ground work for true day/night space 
remote sensing of the terrestrial barren and vegetated land and ocean covers using multi-band 
polarimetric SAR. Thereafter, NASA suspended further development of the basic need for further 
advancing airborne and space-borne multi-modal SAR imaging techniques except for SRTM shuttle 
mission of 2000 February; and swiftly the Canadian CCRS, the German DLR and the Japanese 
NASDA & CRL {now JAXA & NICT} took over introducing and steadily advancing the Convair-580, 
the E-SAR and Pi-SAR airborne highly advanced fully polarimetric sensors platforms, respectively. 
These separate international multi-modal fully polarimetric and also interferometric SAR 
developmental efforts culminated in a well coordinated group effort of these three independent teams 
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eventually launching and operating Fully Polarimetric Satellite SAR Sensors at L-Band (ALOS-
PALSAR launched by JAXA/Japan in 2006 January), at C-Band (RADARSAT-2 launched by CSA-
MDA in 2007 December) and at X-Band (TerraSAR-X launched by DLR-Astrium in 2007 July) with 
follow-on tandem missions of 2010 June 15 Thus, international collaboration on advancing day/
night global monitoring of the terrestrial covers was demonstrated with the launch of the three fully 
polarimetric multi-modal SAR Satellites at L-, C-, X-Band, and its tandem satellite-pair updates 
are forthcoming very swiftly. All of this will be topped by the near-future joint DLR-JPL DESDynI/
Tandem-L wide-swath, high-resolution fully polarimetric sensor implementation, which in due time 
will be enlarged to accommodate next to the L-, C-, X- also P-Band sensors using one and the same 
reflector, then enabling full assessment also of dense tropical forests which will for example result in 
curtailing illegal deforestation, there and elsewhere. 
Major emphasis will be placed on the fully polarimetric ALOS-PALSAR L-Band imagery as applied 
to natural hazard detection and disaster reduction within the East-Asian Pacific region.
In essence, we have created a silent watchful microwave eye in space assisting us in analyzing our 
biosphere in which we live or in other words microwave remote sensors are becoming the radiologists 
for providing input to the diagnosticists for assessing the health of Mother Earth. Without question, 
we will continue suffering from natural hazards, which are unavoidable as long life on Earth exists, 
but the resulting natural disasters are avoidable, and by discovering and assessing the hazards in 
time, will assist in mitigating the ensuing catastrophes due to these new microwave SAR sensors 
more than ever before for the benefit of sustaining the health of the biosphere in which we reside. 
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